
３　　大津市の人口集中地区（ＤＩＤ）
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注）人口集中地区（ＤＩＤ）は昭和３５年国勢調査ではじめて設定された。

　　人口集中地区の設定にあたっては次の条件を付している。

（１） 令和２年国勢調査基本単位区を基礎単位地域とする。

（２）市区町村の境域内で人口密度の高い基本単位区

　　　（原則として人口密度が１㎢当たり4,000人以上）が隣接している

  　 　　　こと。

  　 （３）それらの地域の人口が令和２年国勢調査時に5,000人以上を有す

　　　ること。

（４）平成２７年と令和２年において旧Ⅲが分離し、その一部と旧Ⅶが合体し、

　　　新Ⅲとなる。また、新Ⅴは旧Ⅲの一部と合体し、拡大した。さらに、旧

　　　Ⅶが消滅したことに伴い、旧ⅧがⅦとなった。

　　　そのため、ⅢとⅤについては、人口増加率は計算していない。
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<人口集中地区暦年比較>
区　　分 人　口  (人) 集中地区人口 (人) 集中地区面積（㎢）

9,575               1.16 8,254.3

7,078               1.28 5,529.7

18,868             3.08 6,126.0

12,938             2.10 6,161.0

64,157             8.30 7,729.8

25,548             4.36 5,859.6

<令和２年内訳>

人　　口（人） 面積（㎢） 密度（１㎢当たり）

280,334           41.21 6,802.6
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